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1 はじめに

近年映像の高品質化が進み，そのアプローチとして空間・
時間解像度の向上や色階調数の向上などがある．
我々は時間解像度に注目し，駒落としによる低いフレー
ムレートで符号化された動画像を復号処理時に駒落とし前
以上の高いフレームレートにすることを目的とし，背景領
域と動きオブジェクト領域に分離して独立に補間する方式
を検討している．本稿ではMVの偏りに起因して補間画素
値が与えられない領域（ギャップ領域）について縮小画像
をもとに補間する方式について述べる．
2 動きオブジェクトベースの補間手法

我々はは映像内の動きオブジェクトと背景を分離してフ
レーム補間を行う手法について検討している．図 1にフレー
ム補間手法のフローチャートを示す．
まず，入力シーケンスより各時刻における背景画像を生
成する．次に，画素レベルで動きオブジェクトを抽出する
ため，入力シーケンスおよび各時刻の背景画像から動きオ
ブジェクト画像を生成する．その後，背景画像および動き
オブジェクト画像について各々動き推定・フレーム補間を
行う．最後に，補間された動きオブジェクト画像からマス
ク画像を生成し背景領域と動きオブジェクト領域に分類す
る．その後各領域に背景画像または動きオブジェクト画像
の画素値を与えることで最終的な補間画像を生成する．
3 従来手法と問題点

従来手法は H.264/AVCのイントラ予測と同様の空間予
測手法を適用してギャップ画素を予測している [1]．従来手
法の主な処理フローを図 2を用いて説明する．
1. ギャップ画素が右下へ位置するように予測ブロックBを
定める

2. ブロック Bの上 8画素 (p0～p7)と左 4画素 (p8～p11)，
左上画素 (p12)を予測参照画素と定める

3. H.264/AVCイントラ予測手法により p0～p12から予測
ブロック Pi を求める

4. Piの中からBとの差分絶対値和が最小となるブロック
Pbest の画素の相関関係から補間画素値を定める
従来手法はブロックBおよび予測参照画素のうち値が与
えられていない画素を含んでいれば正確な補間を行うこと
ができない．そのため，補間画像の端部では補間ができて
いない．また動きオブジェクトベースの補間手法では，動
きオブジェクトと背景領域の境界付近にギャップ画素が存
在している場合があるため，高精度の補間が行えない．
4 提案手法

提案手法ではギャップを含んだ補間画像を縮小すること
でギャップ画素を埋め，補間している．提案手法の処理概
要を以下に示す．
Step1. 補間画像の縮小 ギャップを含んだ補間画像を 1/2
に縮小する．その際，ギャップ画素は無視しその他の画
素の平均値を縮小画素とする．

図 1 フレーム補間手法の
フローチャート

図 2 従来のギャップ補間
手法

Step2. 補間画像との対応・補間 拡大した際に対応する画
素がギャップ画素ならば縮小画素を補間画素値として与
える．

Step3. 再縮小判定 縮小画像にギャップ画素が残っている
場合は Step1に戻りさらに縮小する．
以上の Step1～Step3をギャップ画素がなくなるまで繰

り返す．提案手法により，ギャップ画素の位置に依存しな
いギャップ画素補間が可能になる．
5 実験結果・考察

提案手法の性能を確認するための実験を行った．シーケ
ンスは固定背景の標準シーケンスの 1つ ICE(CIFサイズ)
を用いた．また，フレームレートが 30[fps]の映像を 15[fps]
に駒落とししたものを用い，60[fps] になるように隣接フ
レーム間に 3枚補間画像を挿入した．さらに補間の際には
MVメディアンフィルタによるMV補正やブロックをオー
バーラップさせて補間を行った [2]．
従来手法および提案手法による補間結果を図 3，図 4に
示す．従来手法に比べ補間画像の端部やオブジェクト境界
付近における補間精度の向上が見られた．また，駒落とし
前の画像との PSNRをとった結果を図 5に示す．図 5から
提案手法は従来手法に比べ平均約 0.3[dB]の画質改善が見
られた．
6 まとめ

本稿ではフレーム補間画像の画質改善を目的としてその
中でも誤補間の原因のひとつであるギャップの発生に注目
し，従来手法に比べ高精度なギャップ処理方式を提案した．
また，実験により主観的・客観的な面での品質向上を確認
した．
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図 3 従来手法の結果画像 図 4 提案手法の結果画像
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